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トラックにバックホーのバケツを積み込み作業中

バケツ落下、男性作業員にぶつかり死亡

◇吊り下には絶対に入らないこと 周囲の安全確認、「逃げ場」の確保◇

２０１６年８月３日（水）１時５２分

２日午後４時５０分ごろ、大阪府の工場の解体現場で、積み込み作業中にバックホーの部品が落下し、近

くにいた作業員の男性（５４）にぶつかった。男性は腰などを強く打ち、病院に搬送されたが死亡が確認された

。落下したのはバックホーのアーム先端に取り付ける「バケット」と呼ばれる部品で、重さ約４５０キロ。

別のバックホーがチェーンを使って持ち上げ、トラックの荷台に載せようとしたところ、何らかの原因でチ

ェーンが外れ、高さ約１．２メートルから落下。地面に落下した後、弾んで男性にぶつかったとみられる。

２時間ごとに、１５分休憩で 守ろう 自分の命

信号の変わり目の･･･「見切り発車」、「後追行動」は危険です

交差点 信号が、「青」に変った チョット待て もう一度、安全確認しよう

バックは・・・『カメが歩くスピードの気持ちで 』

子供・高齢者は、動く赤信号

○積み下ろし作業中の、荷台からの墜落・転落に注意しましょう

○鋼材、資材の積み下ろし作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう

○ハウス、トイレの積み下ろし作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう

○敷き鉄板の積み下ろし作業時、ユニック作業に注意しましょう

夏休み･･･小・中・高校生の自転車に注意しましょう

通勤途中 助手席のバッグに気を取られ…前をよく見ていなかった

右から横断してきた女性をはね、死亡させる

信号機や一時停止、横断歩道はなかった

２０１６年８月２日（火）２３時０分

２日午前６時１０分ごろ、埼玉県の県道で、歩いて道路を横断しようとしていた、無職の女性（８４）が、左か

ら進行してきた軽乗用車にはねられ、頭や胸を強く打ち、搬送先の病院で死亡が確認された。警察は自動車

運転処罰法違反（過失致死）の疑いで、軽乗用車を運転していた、会社員の男性容疑者（２６）を逮捕した。

現場に信号機や一時停止、横断歩道はなかった。通勤途中の容疑者が走行中、右側から道路を横断してきた

女性と衝突した。容疑者は「助手席のバッグに気を取られ、前をよく見ていなかった」と供述している。

配達先の敷地に入ろうとした、右折トラックと衝突

対向バイク男性、頭を強打、死亡

◇右折時は、十分に余裕を持って ◇

２０１６年８月２日（火）２２時３１分

２日午後２時２０分ごろ、埼玉県の市道で、無職の男性（３０）のバイクが４トントラックと衝突、男性は頭を

強く打ち死亡。警察は自動車運転処罰法違反（過失傷害）の疑いで、トラックを運転していた、運転手の男

性容疑者（４２）を現行犯逮捕。現場付近の印刷会社に用紙を納品途中の容疑者が、印刷会社の敷地に入ろう

と道路を右折した際、対向してきたバイクと衝突した。同容疑者は「バイクが来ていることに気付いていた

が、衝突してしまった」と供述しているという。

スピード出し過ぎでハンドル操作が原因か

カーブを曲り切れず、トレーラー運転手死亡事故

２０１６年８月３日（水）６時１９分

去年１２月、首都高速道路でトレーラーが壁に衝突し、運転手１人が死亡した事故で、国土交通省は、制

限速度を大幅に超えたままハンドル操作をしたことが原因であると、調査結果をまとめました。大型トレー

ラーがカーブを曲がりきれずにフェンスに接触してコンテナが落下し運転手１人が死亡したものです。国土

交通省は、制限独度を３０キロオーバーしたおよそ９０キロで走り、減速しないままハンドル操作を行った

ことや、コンテナの中身を確認していなかったため、重心がどこにあるか把握しておらず、加速時に大きな

力がかかったことなどが、原因とまとめました。国土交通省は今後、事業者はコンテナの輸送を行う場合、

荷物の中身や重さ、どのように荷物が縛られているかなどを運転手に伝達するよう、再発防止策を呼びかけ

飲酒運転を止める妻子をワゴン車でひく 38歳夫を逮捕

自宅で飲酒後、車で外出しようとした夫を止めようと・・・

２０１６．０８．０２

自宅で飲酒後に外出しようとワゴン車に乗り、引き留めるため車の前で次男（２）を抱いて路上に横たわ

った妻（４１）をひいたとして、警察は２日、殺人未遂の疑いで設備業の男性容疑者（３８）を現行犯逮捕

した。「覚えていない」と容疑を否認しているという。１日午後１１時４０分ごろ、自宅前の路上で、妻と

次男をワゴン車で殺害しようとした疑い。妻は腰に軽傷を負い、次男にけがはなかった。容疑者の車は妻の

体に乗り上げた後、後退して停止した。


